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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象者（４）の脳幹障害検出システムであって、音に対する対象者（４）の反応を検出
するように設計されており、
　音刺激を発生させる刺激発生装置（１）と、
　対象者（４）に音発生装置（３）を介して音刺激を通信する通信要素（２）と、
　対象者（４）に取り付けられた電極（７）を通じて対象者の電気生理的脳幹活動を分析
し保存する装置（６）と、
を含んでおり、前記音刺激は異なる物理特性の周波数、時間及び強度を有しており、前記
刺激発生装置（１）はトリガー装置（５）に通信可能に接続されており、前記刺激発生装
置（１）は前記刺激発生装置（１）からの前記音刺激が対象者（４）に伝達されるのと同
時的に前記トリガー装置（５）を介してトリガー信号を前記電気生理的脳幹活動分析・保
存装置（６）に伝達するように設計されていることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　電気生理的脳幹活動を影像化する目的でコンピュータ装置（８）をさらに含んでおり、
トリガー信号が伝達されると前記コンピュータ装置（８）で電気生理的脳幹活動を影像化
することを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　本システムは脳幹聴力検査用に設計されており、音刺激の開始後に０ｍｓから１０ｍｓ
の時間間隔で脳幹活動を測定するためにトリガー信号に対する聴力脳幹反応を測定するよ
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うに設計されていることを特徴とする請求項１または２記載のシステム。
【請求項４】
　本システムは分裂症の検出のためにテストセットを実行するように設計されており、該
テストセットは９種のテストを含んでおり、各テストは対象者（４）への刺激の提供と、
刺激に対する電気生理反応の登録を含み、本システムは刺激が反復連続的に提供されるよ
うに設計されていることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載のシステム。
【請求項５】
　本システムは音刺激を５００回から１５００回反復し、時間間隔は１５０ｍｓから５０
０ｍｓの間で変更させるように設計されていることを特徴とする請求項１から４のいずれ
かに記載のシステム。
【請求項６】
　音刺激は他の脳幹活動の場合には明確に異なるよう設計されているため、本システムは
音刺激に対する脳幹の特定反応を反映するように設計されていることを特徴とする請求項
４または５記載のシステム。
【請求項７】
　本システムは対象者の脳幹障害の存在を判定するために脳幹反応を基準母集団からの標
準反応と比較するように設計されていることを特徴とする請求項６記載のシステム。
【請求項８】
　刺激発生装置（１）は音声発生器を含んでいることを特徴とする請求項１から７のいず
れかに記載のシステム。
【請求項９】
　音刺激を提供する通信要素（２）はプラスチックホースまたはプラスチックコードを含
んでいることを特徴とする請求項１から８のいずれかに記載のシステム。
【請求項１０】
　音発生装置（３）はヒアリングホンを含んでいることを特徴とする請求項１から９のい
ずれかに記載のシステム。
【請求項１１】
　本システムはコンピュータ装置（８）で電気生理的活動を再生及び保存するように設計
されていることを特徴とする請求項１から１０のいずれかに記載のシステム。
【請求項１２】
　本システムは、周波数、時間及び強度である音の物理特性に対する対象者（４）の反応
が、少なくとも３種のサブテストを含むテストを実施することで検出されるとき、脳幹聴
力検査により脳幹障害を検出するように設計されていることを特徴とする請求項１から１
１のいずれかに記載のシステム。
【請求項１３】
　本システムは以下の９種のサブテストを含むテストセットを実行するように設計されて
いることを特徴とする請求項１から１２のいずれかに記載のシステム：
　“前方マスキング”（一時的に先行する別音の存在下で１音を感知する減少能力）；
　“後方マスキング”（一時的に続く別音の存在下で１音を感知する減少能力）；
　“両耳前方マスキング”（他方の耳に提供された一時的に先行する別音の存在下で一方
の耳で１音を感知する減少能力）；
　“方向性ヒアリング”（等距離角ステップで左から右への分離ステップにて提供される
四角音パルス（ｓｓｓｐ））；
　“音の距離感知”（パルス列が人工処理によって変更されており、離れた位置で発生し
たものとして感知される音）；
　“パルス列１”（四角音パルス（ｓｓｓｐ）間で特定刺激間隔（ｔｉｓｉ）を有したパ
ルス列を有した複数のサブテスト）；
　“パルス列２”（四角音パルス（ｓｓｓｐ）に異なる強度のパルス列を有した複数のサ
ブテスト）；
　“パルス列３”（パルス列が異なる周波数を有した四角音パルス（ｓｓｓｐ）を有する
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ことで異なる複数のサブセット）；及び
　“パルス列４”（四角音パルス（ｓｓｓｐ）の異なる時間を有したパルス列を有した複
数のサブテスト）。
【請求項１４】
　脳幹障害は分裂症であることを特徴とする請求項１から１３のいずれかに記載のシステ
ム。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれかに記載のシステムを活用した対象者（４）の脳幹障害検出
方法であって、音に対する対象者（４）の反応を検出するステップを含んでおり、
　音刺激を発生させるステップと、
　対象者に音刺激を通信するステップと、
　対象者に取り付けられた電極を通じて対象者の電気生理的脳幹活動を記録するステップ
と、
をさらに含んでおり、前記音刺激は定義された物理特性の周波数、時間及び強度を有して
おり、　本方法はさらに、
　前記音刺激が対象者に通信されるのと同時的に対象者の電気生理的脳幹活動の前記記録
ステップを起動するステップと、
　前記起動された脳活動の記録ステップからの脳幹反応を基準母集団からの標準反応と比
較するステップと、
　対象者の脳幹反応が基準母集団のものから逸脱していた場合に対象者の脳幹障害の存在
を決定するステップと、
を含んでいることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は分裂症のごとき脳幹障害の診断に関し、特に分裂症のごとき脳幹障害の診断の
ための診断システムの使用法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　神経系の疾患に対する関心度は年々上昇している。神経疾患の１つは脳幹障害である。
そのような脳幹障害の１つは分裂症、すなわち遺伝性の病気であり、触覚、視覚、聴覚、
思考力及び運動機能の電気的表出を司る神経系内の全系統内及び全系統間の神経伝達の分
裂症状である。この病気の原因は今のところ不明である。
【０００３】
　現在、分裂症の確立した客観的な診断法は存在しない。患者の症状の臨床観察と臨床評
価である臨床診断が分裂症の診断に最も普通な診断法である。
【０００４】
　心理テストが利用されているが、これらは分裂症に特有とは言えない一般的な機能を調
査するものである。多様な目視テスト及び心理テストが文献で解説されているものの、そ
れらはあくまで科学的研究のためであり、臨床で活用するためのものではない。加えて、
今日利用できるテストのなかで分裂症に関する充分な予見能力を提供するものはない。
【０００５】
　いくつかの心理機能テストを利用して、７０％以下の確率で分裂症の予見が可能である
。このことは、分裂症に典型的なテスト結果を表すケースの７０％が後日の診断に導かれ
ることを意味する。よって診断能力は未だ確定的なものではない。
【０００６】
　今日活用できる診断方法は非常に長時間を要するものである。厳密性を要する法医学に
関しては、少なくとも６名の専門家で構成される調査チームによる少なくとも３０実労日
の診断過程が信頼できる診断を提供するために必要である。数ヶ月の観察と調査は普通の
ことであり、病院外での数年に及ぶ確認後でのみ診断は確定できる。すなわち、今日の診
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断法は伝統的な精神医学観察の手段により確立されており、さらに深刻な病気に導く可能
性を秘めた長時間を要する過程である。よって今日の診断法では効果的な治療を施すには
手遅れとなることが多い。
【０００７】
　今日、神経影像化技術の手段により測定可能な生体変質は病気の遅発生理的効果を反映
する。診断で使用する心理学的認識テストは前頭葉機能不全を測定し、言語テストは側頭
葉機能不全を測定する。それら両方のテストも遅発診断プロセスである。心理テストは分
裂症よりも痴呆症の診断に多用される。
【０００８】
　電気生理学は例えばＰ３００の手段でいくらかの情報を提供できる。Ｐ３００とはＥＥ
Ｇ（電気脳波検査）の陽性波であり、ヒアリング診断法あるいは目視診断法により提供さ
れる多量の反復刺激と相関する。それは神経系の注意力調節の発現であると考えられてい
る。しかし、得られたこの測定値範囲内での変動は分裂症の診断信頼性を獲得するには過
大であり、診断目的での精密機器の必要性は緊急である。初期の分裂症の客観的な測定値
を得るため、特殊な刺激及び結果と病気の他の診断測定値との間の確定相関性が必要であ
る。分裂症に関する特許の大半は生物化学及び遺伝子モデルに基づいており、実用的な臨
床テストは開示されていない。
【０００９】
　ＷＯ－Ａ１－０３０２６５００では分裂症診断用の心理生理学テストが開示されている
。この文献は“視野競争”の測定装置と方法とを解説する。この心理生理学テストは意思
決定とボタン操作により反映される対象者の積極的関与を要求するため、真の意味で心理
学的に客観的であるとは見做されない。この点は非常に重要である。なぜなら知覚プロセ
スを妨害する可能性があるからである。
【００１０】
　現在の技術水準は、同一クリック列等あるいは隔絶された異パルス列等の単純な音刺激
の利用に言及する。相違に対する脳反応が記録され、分裂症診断に関する電気生理学的脳
（大脳皮質）読取値を得る。これはＭＭＮ（ミスマッチ陰性）呼ばれる。ＭＭＮで使用さ
れる時間間隔は８０ｍｓから３００ｍｓである。
【００１１】
　ＵＳ５９５４６６７は音によって誘発される脳ポテンシャルの導出装置を開示する。こ
の文献で記述されている起動は、装置が指操作スイッチ作用によって起動されるときのク
リック連続音の発生を解説する。従って脳活性の測定はさらに長い時間にわたり、音刺激
のようには同時的には実行されない。この文献のそれぞれのクリック音が脳活性の新たな
読取値を発生するわけではない。従ってＵＳ５９５４６６７の装置は分裂症のごとき脳障
害を検出あるいは診断できず、音刺激に積極的に反応できない子供等の対象者のヒアリン
グを制御することができるだけである。
【００１２】
　現状技術を開示する他の文献は次の２記事である。すなわち、「入院時及び退院時の分
裂症患者の新規に顕在したミスマッチ陰性」（精神・神経科学誌、２６巻３号、２００１
年、ページ２３５～２４６）及びニサッドの「分裂症研究」（研究ニュース、２００３年
３月）である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　よって分裂症等の脳障害診断のための改良システム及び改良方法は有益であり、対象者
の認知努力に依存しないテスト方法を提供するシステムは特に有益である。さらに、診断
の特異性並びに信頼性をさらに有益なものとすることが求められている。
【００１４】
　従って、本発明は従来技術の前記欠点及び弱点を緩和または排除することを目的とする
が、それらに限定されない。
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発明の実施例
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は分裂症のごとき脳幹障害の診断及び/又は治療のためのシステム並びに方法に
関する。このシステムと方法は聴力脳幹ヒアリング検査を含む。
【００１６】
　本発明の実施例では分裂症が言及されているが、本発明は分裂症の診断及び/又は制御
には限定されない。むしろ、本発明は脳幹関連障害に関係する全疾患の診断及び/又は治
療制御を含む。
【００１７】
　音の物理特性である周波数、時間及び強度並びにこれら３特性あるいはそれらの組み合
わせが異なる脳ネットワークで処理されているという知識を利用していくつかの特殊サブ
テストが創出された。それらサブテストは精神的に健康である対象者から分裂症対象者を
区別することが証明された。特に、このことは対象者にいくつかのサブテストを含むテス
トを受けさせることで達成される。テスト過程中に脳幹からの電気生理信号が登録される
。それらは異なる音刺激を反映するものである。さらにテスト結果が保存され、分析され
て解釈される。最終結果は脳幹聴覚生理機能の特徴を構成する。
【００１８】
　音刺激の組成並びに分裂症特有電気生理反応パターンの分析法は新概念であり、分裂症
等の脳幹関連障害の初期段階の特定を行って手遅れになる前に適した治療を施すことを可
能にする。
【００１９】
　本発明はテスト過程中に対象者の認知努力に依存しない。テストは自動化されており、
テスト対象者の積極関与を必要としない。さらに、本発明技術は精神診断目的ではかつて
使用されたことがない。
【００２０】
　中枢神経系の検査及び生体状態の診断機器として聴力検査が利用されてきた。例えば幼
児及び普通の聴覚検査ができない対象者のヒアリング閾値の測定に利用されてきた。しか
し脳幹関連疾患の診断では利用されてこなかった。脳幹聴力検査法は異なる音順序での刺
激中に脳幹コーディングの電気生理影像化法を特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　図１で示す１実施例においては本発明のシステムは、例えば音声発生器のごとき刺激発
生装置（１）を含む。プラスチックホース、コードまたは電気ケーブルのごとき通信要素
（２）を介して前記の音刺激は提供される。このシステムはヒアリングホンのごとき音発
生装置（３）を対象者（４）に用いる。プラスチックホースは電磁界を対象者の近辺に発
生させない利点を有する。電磁界は脳幹活動あるいはその測定を妨害する。
【００２２】
　音刺激が発生されるのと同時にトリガーボックス等のトリガー装置（５）にトリガーパ
ルスが刺激発生システム（１）から発生され、さらに脳幹活動のごとき情報分析・保存装
置（６）に送られ、電極（７）から電気生理脳活動の登録が開始される。その後にその活
動がコンピュータ装置のごとき装置（８）上で影像化される。登録の初動は刺激の各開始
によって起動される。
【００２３】
　本発明の１実施例ではこのシステムは９種のテストで成る分裂症のテストセットを実行
するのに利用される。各テストは対象者への刺激の提供と、その音刺激により誘発された
レスポンスの登録とを含む。これら９テストの共通の特徴は対象者に提供される音刺激は
反復的順番であり、典型的には音刺激は約５００から１５００回反復され、刺激時間間隔
は約１５０ｍｓから５００ｍｓの間で変更させる。よって従来の数週間ではなくて数分で
済む信頼度が高い完全テストが提供される。
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【００２４】
　トリガーパルスが影像装置を起動すると各刺激が登録される事実により、刺激により励
起される脳活動は他の脳幹活動に関して継続的に顕著に現れる。このように、刺激に対す
る脳幹特有反応は登録される。対象者からの記録された電気生理反応はその後に基準母集
団の標準反応と比較される。
【００２５】
　本発明は次の特徴で従来のものとは異なる。すなわち、刺激発生装置（１）は、音刺激
が刺激発生装置（１）から対象者（４）に送られるのと同時的に、電気生理脳活動の情報
分析・保存装置（６）にトリガー装置（５）を介してトリガー信号を送るように設計され
ている。
【００２６】
　従って本発明は分裂症のごとき脳疾患を検出するために実施例によっては聴性脳幹反応
（ＡＢＲ）を使用する。
【００２７】
　用語“聴性脳幹反応”は時間間隔０ｍｓから約１０ｍｓの時間間隔で脳幹活動の電気生
理測定を定義するのに普通に使用される。もちろんこの時間間隔は幾分変動するもののこ
の時間間隔内に収まり、添付の本発明の「請求の範囲」のスコープ内である。
【００２８】
　本発明は複雑な順序音に関する脳幹読取の励起を含む。これは分裂症のごとき脳疾患に
関する診断及び検出目的で特に開発された。よって本発明は音経験メカニズムに関する励
起を含み、相違検出等の一般的な神経現象の励起は含まない。従って本発明の励起は複雑
な音刺激とは不可分である。
【００２９】
　本発明のテストによっては聴覚マスキングを活用する。聴覚マスキングとは被験者が聞
くつもりである音の前後で同時進行的に提供された別音の存在下において１音を聞き分け
る対象者の低減された能力として定義される。これらプロセスは神経系内にて汎用コーデ
ィング原理により扱われる。情報は選別され、その基本部分は減衰あるいはフィルタ除去
される。これはインパルスを促進あるいは抑制する神経系フィードバックメカニズムによ
り実践される。この選別は異種メカニズム間で優先的に扱われ、あるいは下方調整によっ
て扱われ、互いにさらに独立性を保って機能するか、独立性を減じて機能する。
【００３０】
　さらに方向性ヒアリングが検査される。これは音の空間位置を見分ける能力である。左
右判別能力及び距離コーディングの両方が調査される。左右判別能力はほとんどの場合に
左右の耳に到達する音の時差により決定される。距離認識はスペクトル配列の神経分析に
基づく。よってこれはさらに複雑な取り扱いを含む。
【００３１】
　一群のテストは聴覚入力の神経コーディングが時間、強度及び周波数によっていかに影
響を受けるか調査する。これらテストは特殊な特徴の刺激を扱う脳の異なる根底構造を対
象とする。例えば時間分析は前頭葉の脳フィードバック系の関与を要求し、強度と変調の
分析は脳幹の異なる部位のメカニズムを含み、周波数のコーディングは検出のための少な
くとも３種の異なる系に基づいている。これらテストの変調及び変動は可能であり、本発
明のスコープ内であることは理解されなければならない。よってこれらテストはあくまで
も本発明の説明のための例示であり、本発明の保護スコープを限定するものではない。
【００３２】
　本発明の１実施例では、一群のテストあるいは一例によるテストセットは以下のテスト
１からテスト９に基づいて提供される。
【００３３】
　テスト１：前方マスキング
　“前方マスキング”（１１）は一時的に先行する別音の存在下で１音を感知する減少能
力を意味する。このテストでは、刺激は続く四角音パルス（ｓｓｓｐ）をマスクするバタ
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ーワースフィルタ白色ノイズ（ｂｆｂｗ）で成る。
【００３４】
　テスト２：後方マスキング
　“後方マスキング”（１２）は一時的に続く別音の存在下で１音を感知する減少能力を
意味する。このテストでは、刺激は続く四角音パルス（ｓｓｓｐ）をマスクするバターワ
ースフィルタ白色ノイズ（ｂｆｂｗ）で成る。
【００３５】
　テスト３：両耳前方マスキング
　“両耳前方マスキング”（１３）は他方の耳に提供された一時的に先行する別音の存在
下で一方の耳で１音を感知する減少能力により特徴付けられる。このテストでは刺激は他
方の耳で続く四角音パルス（ｓｓｓｐ）をマスクする一方の耳のバターワースフィルタ白
色ノイズ（ｂｆｂｗ）で成る。
【００３６】
　テスト４：方向性ヒアリング
　“方向性ヒアリング”（１４）では、四角音パルス（ｓｓｓｐ）が等距離角ステップで
左から右への分離ステップにて提供される。このテストは５種のサブテストで成る。それ
ぞれのサブテストは自身の特定角（ａ－ｅ）を有している。第１サブテストでは完全に音
は左（ｅ）から発生する。サブテスト２ではパルス列は４５°左（ｄ）から提供される。
サブセット３は前方（ｃ）からのパルス列で成る。サブセット４ではパルス列は４５°右
（ｂ）から提供され、最後にサブセット５は９０°右（ａ）から提供される。
【００３７】
　テスト５：音の距離感知
　テスト“音の距離感知”（１５）はいくつかのサブテストで成る。最初のサブテストで
は四角音パルス（ｓｓｓｐ）で成るパルス列が刺激（ｇ）として使用される。このサブテ
ストは基準値を創出する。第２サブテスト（ｈ）では四角音パルスは人工処理によって変
更されており、離れた位置で発生したものとして感知される。続くサブテストではパルス
列の四角音パルスはさらに調整され、さらに離れた音として感知される。
【００３８】
　テスト６：パルス列１
　テスト“パルス列１”（１６）はいくつかのサブテストを含む。これらサブテストは含
まれた四角音パルス（ｆｐ）間に特定時間間隔（ｔｉｓｉ）を有したパルス列で成る。第
１サブテストでは時間間隔は一定値を有する。別サブテストでは時間間隔は変更されてい
る。
【００３９】
　テスト７：パルス列２
　テスト“パルス列２”（１７）はいくつかのサブテストを含む。第１サブテストでは含
まれた四角音パルスは特定の一定強度を有する。他のサブテストに対してはこの値は変更
されており（ａｆｐ）、各サブテストの四角音パルス（ｆｐ）は自身の特定一定強度を有
している。
【００４０】
　テスト８：パルス列３
　テスト“パルス列３”（１８）はいくつかのサブテストを含む。第１サブテストでは含
まれる四角音パルスは特定一定周波数を含む。他のサブテストに対してはこの値は変更さ
れ（ｆｆｐ）、それぞれのサブテスト四角音パルス（ｆｐ）は自身の特定一定周波数を有
する。四角音パルスの周波数はバターワースフィルタでフィルタ処理される。
【００４１】
　テスト９：パルス列４
　テスト“パルス列４”（１９）はいくつかのサブテストを含む。第１サブテストでは含
まれる四角音パルスは特定一定時間を有する。他のサブテストに対してはこの値は変更さ
れ（ｔｆｐｄ）、それぞれのサブテスト四角音パルス（ｆｐ）は自身の特定一定時間を有
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【００４２】
　本発明の１実施例の要素はどのような適した方法によっても物理的、機能的及び論理的
に活用できる。その機能性は単ユニット、複数ユニットあるいは他の機能ユニットの一部
として活用できる。よって本発明は１ユニットに活用でき、あるいは異なるユニット間で
物理的及び機能的に活用できる。
【００４３】
　本発明をいくつか実施例で説明したが、本発明はそれら実施例によって限定されない。
本発明は「請求の範囲」の定義によってのみ限定される。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の１実施例によるシステムの概略図である。
【図２】本発明の１実施例による、例えば９回テストの共通特徴を表すタイミング図であ
る。
【図３】本発明の１実施例による９回テストの音刺激をさらに図示する概略図である。
【図４】本発明の１実施例による９回テストの音刺激をさらに図示する概略図である。
【図５】本発明の１実施例による９回テストの音刺激をさらに図示する概略図である。
【符号の説明】
【００４５】
　Ａ＝音刺激強度
　Ｕ＝トリガーパルス電圧
　Ｔｔ＝トリガーパルス時間間隔
　Ｔｓ＝音刺激時間
　Ｇ＝テストの刺激反復回数
　Ｓｓｓｐ＝四角音パルス（ｆｐ）
　Ｂｆｂｗ＝バターワースフィルタ白色ノイズ
　Ｔｉｓｉ＝テスト１６の四角音パルス時間間隔
　Ａｆｐ＝テスト１７の四角音パルス強度変動
　ｆ＝テスト１８の基準四角音パルス周波数
　ｆｆｐ＝テスト１８の四角音パルス周波数変動
　ｔｆｐｄ＝テスト１９の四角音パルス時間変動
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